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いきいき「地」いき

場を間近で体験できます。
　毎年10月に開催される、刃物のまち・岐阜
県関市を代表するイベント「刃物まつり」は、
日本各地から大勢の観光客で賑わいます。本
町通り商店街で行われる「刃物大廉売市」で
は、約40の刃物会社が出店し、包丁やはさみ、
ポケットナイフなど豊富な刃物製品をお得な
価格で販売します。火花が散る迫力の古式日
本刀鍛錬実演や、日本最大級のアウトドアナ
イフショー、居合斬りなど、刃物の町ならで
はのイベントが市内各所で行われます。
　「岐阜県刃物会館」は、約70社を超える刃物
メーカーから厳選された約2,000点もの刃物
製品を、市価の約 2 割引きで販売する大変お
得なショッピングスポットです。包丁やナイ
フ、はさみなど、用途に合わせて自分にぴっ
たりの一本を見つけることができます。また、
館内には刃物研ぎ工房があり、刃物研ぎ体験
ができるほか、予約が必要ですが専門スタッ
フによる包丁などの研ぎ直しも行っています。
美しく研ぎ澄まされた刃物の切れ味をぜひ実
感し、関の刃物の魅力を直接感じてみてくだ
さい。
　同じ敷地内にある観光複合施設であり、関

　初めまして皆さんこんにちは。岐阜県関市
でプラスチック専門の装飾めっきを営んでお
ります、東海金属工業株式会社の山田一成で
す。よろしくお願いいたします。
　わが町、岐阜県関市の「刃物」と「小瀬鵜
飼」と「うなぎ」をご紹介いたします。

　最初は「刃物」をご紹介します。「世界三大
刃物産地」の一つとして名高い関市。関の刃
物づくりは、鎌倉時代に刀匠「元重（もとし
げ）」がこの地に移り住んだことから始まっ
たとされています。日本刀の製造に欠かせな
い良質な焼刃土と松炭、そして長良川と津保
川の清流に恵まれた関は、刀鍛冶にとってま
さに理想の地。日本各地から多くの刀匠が集
まるようになり、名刀の一大産地として繁栄
しました。その後、「折れず、曲がらず、よく
切れる」と評判の関の刀が全国に広まり、戦
国時代には多くの武将に愛用されました。武
器としての役割を終えた現在も、その卓越し
た刀鍛冶の技術は刃物づくりに継承。包丁や
ナイフ、ハサミ、爪切りなど、さまざまな製
品がつくられています。高い品質と機能性、
デザイン性に富む「関の刃物」は、国内のみ
ならず海外の人々からも愛されています。市
内には、関の刃物づくりを間近で見て、感じ
て、体験できる施設がたくさんあります。「鍛
冶伝承館」では、関の刀鍛冶の歴史と、受け
継がれる匠の技をわかりやすく紹介していま
す。また、月に一度、刀鍛冶が実際に行う古
式日本刀鍛錬を公開。火花散る迫力も鍛刀の
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飼」と関市の「小瀬鵜飼」のみです。静かな
暗闇の中、かがり火の光だけを頼りに漁をす
る鵜匠の手縄さばきは圧巻。日常では味わえ
ない幻想的な世界を体験できます。観覧船に
乗って、臨場感あふれる鵜飼を間近で見物し
てみてはいかがでしょうか。乗合船や貸し切
り船のほか、食事や宿泊がセットになったプ
ランもあります。

　最後は「うなぎ」をご紹介します。関市の
うなぎは、素焼きのあとタレをかけて焼き上
げる「地焼き」でパリパリふわふわ。創業150
年を超えるお店もあり、関市民はうなぎの味
にうるさい。うなぎ専門店はもちろん、和食
屋、寿司屋、創作料理屋などが提供する「う
な丼」の味はハイレベル。関市のうなぎは、
東海地方一、いや日本一といわれ、名古屋市
近郊や県外からのお客さんがわざわざうなぎ
を食べに来るほど、グルメ通の舌をうならせ
ます。
　旅行、ドライブ、お仕事などで岐阜県関市
にお立ち寄りになった際は、ぜひとも最初に
関市観光の玄関口「せきてらす」に立ち寄っ
ていただきまして、観光案内所で市内の名所
やイベントの情報を集め「刃物」と「小瀬鵜
飼」と「うなぎ」を楽しんで下さい。

※文章引用元は岐阜県関市観光サイト　せき観光ナビ

市観光の拠点となる「せきてらす」は、観光
案内所・カフェ・お土産ショップが一つにな
った便利で楽しいスポットです。観光案内所
では、市内の名所やイベントの情報が入手で
き、旅の計画がさらに充実。ショップには、
関市ならではの特産品やお土産、工芸品など

“関のいいもの”がそろい、お土産探しにもぴ
ったりです。館内カフェでは、地元食材を使
ったドリンクや、クッキー・マドレーヌなど
の焼き菓子を味わいながら、ゆったりと休憩
できます。さらに、「せきてらすワークショッ
プ」では気軽に参加できるモノづくり体験を
随時開催。カフェでドリンク片手にふらりと
お立ち寄りいただけます。市内観光のスター
トにも、旅のひと休みにもおすすめの関市の
観光拠点です。

　次に「小瀬鵜飼」をご紹介します。1300年
以上の歴史を誇る伝統漁法「小瀬鵜飼（おぜ
うかい）」。毎年 5 月11日から10月15日までの
約 5 カ月間、長良川河畔の小瀬の里で行われ
ています。　※荒天・増水時の場合中止あり
　古くから朝廷をはじめとする、時の権力者
の保護を受けてきた鵜飼。織田信長からは

「鵜匠」という名称を与えられ、徳川家康には
鮎ずしを献上したと伝えられています。現在
は宮内庁式部職の鵜匠として、昔ながらの伝
統的な漁法を守り続けており、その宮内庁式
部職の鵜匠がいるのは岐阜市の「長良川鵜
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